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法
律
学
と
政
治
学
の
両
面

か
ら
共
通
の
テ
ー
マ
を
掘
り

下
げ
て
論
じ
る
市
民
と
学
生

の
た
め
の
公
開
講
座
「
法
律

学
と
政
治
学
の
最
前
線
Ⅱ
」

（
法
学
研
究
所

森
川
幸
一

所
長
）
が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
。

　
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
３

回
シ
リ
ー
ズ
で
、
２
回
目
の

11
月
14
日
は
「
市
民
と
国
民

｜
そ
の
現
代
的
意
義
を
考
え

る
」
を
広
渡
清
吾
法
学
部
教

授
（
ド
イ
ツ
法
、
比
較
法
社

会
論
）
と
深
澤
民
司
同
教
授

（
政
治
理
論
）が
講
演
し
た
。

　
深
澤
教
授
は
市
民
と
国
民

が
誕
生
し
た
経
緯
と
意
味
の

変
遷
を
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
始

ま
る
政
治
思
想
史
の
観
点
か

ら
た
ど
っ
た
。
さ
ら
に
安
保

法
制
、
シ
リ
ア
や
イ
ラ
ク
な

　
今
年
度
２
回
目
と
な
る
社

会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

／
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お

け
る
中
心
と
周
縁
」
が
11
月

７
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た（
１
面
に
写
真
）。

中
心
（
中
国
）、
周
辺
（
朝

鮮
半
島
）、
辺
縁
（
日
本
列

島
）
を
相
対
的
に
と
ら
え
、

視
野
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の

東
側
全
体
に
広
げ
て
人
の
移

動
や
地
域
・
国
家
の
つ
な
が

り
を
考
察
す
る
の
が
ね
ら

い
。
約
２
０
０
人
が
講
演
と

討
論
に
聴
き
入
っ
た
。

　
飯
尾
秀
幸
セ
ン
タ
ー
代
表

（
文
学
部
教
授
）
は
趣
旨
説

明
で
「
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
は
仏

教
を
主
体
的
に
取
り
入
れ
た

地
域
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
」
と
提
起
。「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
タ
イ
ト
ル
を
周
辺
で
な

く
周
縁
と
し
た
の
は
、
仏
教

思
想
の
『
縁
』
や
『
縁
起
』

を
意
識
し
た
た
め
」
と
補
足

し
た
。
九
州
大
学
教
授
の
川

本
芳
昭
氏
は
５
、
６
世
紀
の

中
国
王
朝
と
周
辺
諸
国
・
部

族
の
関
係
に
つ
い
て
講
演
。

「
皇
帝
が
異
族
の
有
力
者
の

子
弟
を
臣
下
に
置
き
、
官
僚

や
親
衛
隊
と
し
て
重
用
し
た

の
は
人
質
の
意
味
も
あ
っ

た
」
と
解
説
。「
後
期
の
遣

唐
留
学
生
も
中
国
側
に
と
っ

て
は
人
質
と
い
う
一
面
が
あ

っ
た
」
と
指
摘
し
た
。

　
関
東
学
院
大
学
教
授
の
田

中
史
生
氏
は
「
国
際
交
易
と

列
島
の
北
・
南
」
と
題
し
、

日
本
の
北
（
東
北
北
部
〜
北

海
道
）
と
南
（
琉
球
列
島
）

で
７
〜
11
世
紀
に
展
開
し
た

交
易
活
動
に
つ
い
て
講
演
。

「
日
本
列
島
の
中
に
も
自
立

的
な
周
縁
が
あ
り
、
中
心
と

周
縁
が
錯
綜
し
て
い
た
」
と

語
っ
た
。

　
後
半
は
高
久
健
二
教
授
の

司
会
で
質
疑
応
答
と
討
論
が

行
わ
れ
、
遣
唐
留
学
生
の
両

面
性
や
中
心
と
周
縁
の
多
様

な
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
心
理
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
融

合
的
心
理
科
学
の
創
成:

心

の
連
続
性
を
探
る
」
が
10
月

24
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
細

分
化
し
て
き
た
心
理
学
を
、

ヒ
ト
・
動
物
、
基
礎
・
臨
床

な
ど
の
対
象
や
領
域
に
と
ら

わ
れ
ず
、
新
た
な
視
点
で
再

統
合
し
よ
う
と
２
０
１
１
年

度
に
ス
タ
ー
ト
、
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
５
年
間
の
研

究
の
集
大
成
と
な
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
長

田
洋
和
人
間
科
学
部
教
授

（
セ
ン
タ
ー
代
表
）、
大
久

保
街
亜
同
教
授
、
澤
幸
祐
同

教
授
、
石
金
浩
史
同
准
教

授
、
国
里
愛
彦
同
准
教
授
が

研
究
成
果
を
報
告
。
澤
教
授

と
国
里
准
教
授
は
、
研
究
を

進
展
さ
せ
る
手
法
と
し
て

「
ベ
イ
ズ
統
計
学
」
を
紹
介
。

既
に
あ
る
知
識
や
デ
ー
タ
を

使
い
、
観
測
で
き
な
い
事
柄

の
確
率
を
算
出
で
き
る
と
し

て
「
臨
床
現
場
で
も
、
雑
多

な
臨
床
・
行
動
デ
ー
タ
か
ら

患
者
の
負
担
な
く
有
益
な
知

見
を
導
き
出
せ
る
」（
国
里

准
教
授
）
と
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
脳
と
知
覚
の
関
連

を
研
究
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・

オ
ス
ロ
大
学
の
ブ
ル
ー
ノ
・

ラ
エ
ン
教
授
が
瞳
孔
の
反
応

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
パ
ネ
ル
討
論
に
は
、
セ
ン

タ
ー
客
員
研
究
員
で
あ
り
東

京
大
学
大
学
院
教
授
の
長
谷

川
寿
一
氏
も
参
加
。
議
論
は

ベ
イ
ズ
統
計
学
を
中
心
に
進

み
「
目
に
見
え
な
い
思
考
や

行
動
の
理
由
、
様
式
な
ど
を

確
率
で
把
握
し
、
グ
ラ
フ
化

も
で
き
る
ベ
イ
ズ
理
論
は
異

な
る
領
域
の
研
究
を
理
解
し

合
う
の
に
有
効
」
だ
と
し

て
、
数
学
教
育
の
重
要
性
が

確
認
さ
れ
た
。

　社会知性開発研究センターの３研究センターが主催

するシンポジウムが10、11月に行われ、研究報告と活

発な意見交換がなされた。

▲　パネル討論で活発に意見が交わされた

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ

ー
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
幸

福
』
を
つ
く
る
政
策
」
が
11

月
28
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た
。
社
会
と
の
関

わ
り
の
中
で
人
々
に
幸
福
感

を
も
た
ら
す
も
の
は
何
か
、

約
50
人
を
前
に
経
済
学
と
社

会
学
の
観
点
か
ら
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

　
原
田
博
夫
セ
ン
タ
ー
代
表

（
経
済
学
部
教
授
）
の
趣
旨

説
明
の
あ
と
、
経
済
学
者
の

２
氏
が
基
調
講
演
。
一
橋
大

学
経
済
研
究
所
教
授
の
小
塩

隆
士
氏
は
、
人
や
地
域
の
つ

な
が
り
と
幸
福
感
の
関
係
に

つ
い
て
、
自
身
の
研
究
成
果

も
踏
ま
え
て
解
説
。
横
浜
市

立
大
学
教
授
の
白
石
小
百
合

氏
は
「
行
動
経
済
学
」
の
立

場
か
ら
「
幸
福
感
は
結
婚
や

健
康
、
職
場
の
生
産
性
な
ど

金
銭
以
外
の
要
因
の
ほ
う
が

持
続
す
る
。
所
得
と
い
う
結

果
よ
り
、
子
育
て
や
仕
事
の

や
り
が
い
な
ど
プ
ロ
セ
ス
か

ら
得
ら
れ
る
効
用
に
注
目
し

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　
続
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
が

ア
ジ
ア
諸
国
で
実
施
す
る

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
価
値

観
に
関
す
る
国
際
比
較
調

査
」
の
う
ち
、
集
計
が
終
わ

っ
た
日
本
で
の
調
査
結
果
に

つ
い
て
、
金
井
雅
之
人
間
科

学
部
教
授
や
新
潟
大
学
准
教

授
の
鷲
見
英
司
氏
ら
３
人
が

そ
れ
ぞ
れ
研
究
報
告
を
行
っ

た
。

　
原
田
教
授
の
モ
デ
レ
ー
タ

ー
で
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
討
論

で
は
、
社
会
の
あ
り
方
と
個

人
の
幸
福
感
を
関
連
づ
け
て

研
究
す
る
意
義
を
議
論
。
小

塩
氏
は
「
就
業
形
態
の
違
い

に
よ
る
幸
福
感
の
落
差
な

ど
、
社
会
の
問
題
点
を
拾
い

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

評
価
。
原
田
教
授
は
「
社
会

に
矛
盾
や
理
不
尽
さ
を
感
じ

て
い
る
人
々
の
存
在
を
明
ら

か
に
し
、
問
題
提
起
に
つ
な

げ
た
い
」と
締
め
く
く
っ
た
。

▲　多くの聴講者が来場し、報告に耳を傾けた

ど
で
の
内
戦
、
イ
ス
ラ
ム
過

激
派
の
テ
ロ
、
難
民
の
流

入
、
領
土
問
題
に
お
け
る
中

国
の
台
頭
な
ど
、
国
内
外
で

起
き
て
い
る
問
題
に
つ
い
て

触
れ
、
「
物
事
を
内
向
き
に

考
え
る
こ
と
」
の
問
題
点
を

指
摘
、
世
界
市
民
的
な
観
点

の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　
広
渡
教
授
は
国
民
と
市
民

の
違
い
を
法
律
学
の
視
点

か
ら
語
っ
た
。「
日
本
に
は

日
本
国
民
と
そ
う
で
な
い
人

（
外
国
人
）
が
共
生
し
て
お

り
、
日
本
国
憲
法
で
は
そ
れ

を
前
提
に
基
本
権
に
つ
い
て

規
定
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

「
市
民
」
と
「
国
民
」
の
概

念
の
関
係
に
つ
い
て
歴
史
的

変
化
を
示
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
市
民
権
、

ド
イ
ツ
の
評
議
会
憲
法
草
案

を
例
に
挙
げ
な
が
ら
解
説
し

た
。「
国
民
と
外
国
人
を
市

民
と
と
ら
え
、
国
家
や
国
民

を
相
対
化
す
る
視
点
か
ら
物

事
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
し
、
現
代
社
会
が
直

面
す
る
問
題
を
解
く
カ
ギ
を

語
っ
た
。

　
学
生
ら
約
80
人
が
熱
心
に

聴
講
、
講
演
後
の
質
疑
応
答

も
活
発
だ
っ
た
。

　
北
海
道
美
唄
市
は
、
市
政

発
展
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し

て
、
工
藤
正
義
前
専
修
大
学

北
海
道
短
期
大
学
学
長

写

真

に
２
０
１
５
年
度
教
育

文
化
功
労
賞
を
贈
っ
た
。
表

彰
は
11
月
11
日
付
。

　
工
藤
氏
は
専
大
北
海
道
短

大
で
１
９
６
８
年
の
開
学
以

来
教

き
ょ
う

鞭べ
ん

を
執
り
、
学
長
を
務

め
た
。
ま
た
中
国
人
留
学
生

を
多
数
受
け
入
れ
国
際
交
流

推
進
に
貢
献
。
市
柔
道
連

盟
、
市
体
育
協
会
の
役
員
を

長
年
務
め
、
体
育
振
興
に
尽

力
し
た
。

最
終
講
義
ご
案
内

〈
12
月
14
日
現
在
〉

　
本
年
度
は
９
教
授
が
定
年

退
職
さ
れ
ま
す
。
最
終
講
義

を
行
う
の
は
次
の
方
々
で

す
。
学
部
学
科
に
関
係
な

く
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す
。
卒
業
生
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
広
渡
清
吾
法
学
部
教
授

・
１
月
19
日
（
火
）
10
時
45

分
〜

・
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３
０
１

教
室

・
テ
ー
マ

「
ワ
イ
ン
と
お

酒
｜
法
と
社
会
の
比
較
研
究

に
つ
い
て
｜
」

◆
樋
口
淳
文
学
部
教
授

・
１
月
20
日
（
水
）
９
時
〜

・
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
２

０
２
教
室

・
テ
ー
マ

「
日
本
の
民
話

を
語
り
継
ぐ
」

◆
仲
川
恭
司
文
学
部
教
授

・
１
月
20
日
（
水
）
14
時
50

分
〜

・
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館

書
道
室

・
テ
ー
マ

「
専
修
大
学
に

33
年
間
勤
め
て
｜
書
道
と
教

育
・
研
究
｜
」

◆
中
村
友
保
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
教
授

・
１
月
23
日
（
土
）
15
時
15

分
〜

・
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
８
１
１

教
室

・
テ
ー
マ
「
私
の
研
究
歴
・

福
島
原
発
事
故
と
日
本
の
環

境
団
体
」

　
年
に
数
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
く
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数

本
学
学
生
・
大
学
院
生
（
50
人
）、

卒
業
生
（
30
人
）、
在
学
生
の
ご
父
母
（
20
人
）

▽
募
集
期
間

12
月
15
日
（
火
）
〜
２
０
１
６
年
１

月
14
日
（
木
）

▽
応
募
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
要
領
を
ご
覧

の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員
会
事

務
局
（
広
報
課E-mail:hpcomm@acc.senshu-u.

ac.jp

）
ま
で
。

　社会知性開発研究センター　シンポジウム　

　　　　心理科学　　　　古代東ユーラシア
　ソーシャル・
　ウェルビーイング　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集
大
成

「
市
民
」と「
国
民
」

現
代
的
意
義
を
考
え
る

広
渡
・
深
澤
両
教
授
が
講
演

工
藤
前

短
大
学
長

教
育
文
化
功
労
賞

美
唄
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
モ
ニ
タ
ー
募
集

遣
唐
留
学
生
の
姿
を
追
う

人
々
の
「
幸
福
感
」問
う

▲　質問に答える広渡教授

（左）と深澤教授


